
法
王
設
定
境
界
線
問
題
に
關
す
ろ
考
察

（
上
）
．

一
近
世
ヨ
ー
ロ
ソ
バ
膨
脹
取
上
の
，
一
問
題
一

前
　
川
　
貞
　
攻
　
郎

ニー序

目
　
　
弐

一
四
九
三
年
以
前
の
ポ
汐
㍗
ガ
勘
、
イ
ス
パ
ニ
ア
閾
の
紛
争

法
王
ア
ソ
ク
サ
ン
デ
ル
山
ハ
嵐
臥
の
献
醸
添
削
（
以
上
本
號
）

序

　
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
西
印
度
諸
島
を
露
見
し
て
イ
ス
パ
鼠
ア
に
麟
る

や
、
爆
風
見
地
の
領
有
に
毒
し
て
イ
ス
パ
ニ
ア
（
カ
ス
テ
リ
ア
）
、

　
　
　
　
　
　
　
爪

ポ
ル
ト
ガ
ル
爾
園
間
に
下
瓦
が
勃
獲
し
た
。
時
の
法
王
ア
レ
ク
サ

ン
デ
ル
六
世
は
之
を
調
停
し
、
一
四
九
三
年
教
書
を
嚢
毒
し
て
大

西
洋
上
に
南
北
の
～
線
を
劃
し
、
之
を
爾
國
の
境
界
線
と
し
そ
の

｛果

�
|
ル
ト
ガ
ル
王
に
、
川
手
を
イ
ス
パ
ニ
ア
主
に
鳳
～
せ
し
め
牝
。

然
る
に
爾
國
は
交
渉
の
結
果
、
，
翌
…
凶
九
霞
年
ト
ル
デ
シ
ラ
ス
工

法
選
設
定
撞
界
線
問
題
江
翻
す
る
考
察
（
上
）

約
を
締
結
し
、
こ
の
境
界
線
を
再
に
西
方
に
移
動
せ
し
め
た
。
ポ

ル
ト
ガ
ル
一
か
煎
丁
ら
ア
フ
リ
カ
、
（
東
）
印
摩
ハ
経
眺
営
に
、
イ
ス
パ
ニ
ア
が

ア
メ
リ
カ
本
土
維
螢
に
從
熱
し
た
の
は
、
こ
の
境
界
線
設
定
に
基

く
所
が
多
い
。

　
こ
れ
が
所
謂
法
王
設
定
の
「
境
界
線
」
（
U
o
臼
鍵
。
銭
o
p
ご
口
¢
）
に

つ
い
て
の
從
來
の
常
識
的
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
問
題
は
果

し
て
か
く
簡
素
な
性
格
の
も
の
な
の
で
あ
あ
う
か
。
誓
願
何
故
イ

ス
パ
轟
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
爾
國
は
コ
買
ン
ブ
ス
の
鳴
彼
見
を
契
機
と

し
て
抗
争
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
法
王
ア
レ
ク

サ
ン
デ
ル
六
世
は
、
爾
國
關
の
紛
争
の
早
緒
調
停
者
と
し
て
擁
壁

を
嚢
序
し
た
の
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
と
も
彼
は
他
の
動
機
に
よ
っ

て
境
界
線
を
設
定
し
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
彼
の
獲
幽
し
た
籔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
謝

　
　
　
　
　
第
二
十
八
巻
　
第
燭
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懸
盤

（　g，　69　）



法
蕊
設
定
境
界
線
悶
題
K
翻
す
る
考
察
（
上
）

書
と
は
如
何
な
る
内
容
の
も
の
で
あ
り
、
ど
の
や
う
な
歌
言
下
に
・

韻
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ら
う
か
。
叉
こ
の
境
界
線
の
設
定
に
よ

っ
て
、
爾
一
間
の
海
外
紛
争
問
題
は
眞
に
解
決
さ
れ
た
の
で
あ
ら

う
．
か
。

　
更
に
叉
こ
の
境
界
線
の
設
定
は
輩
に
大
西
洋
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
の

　
　
　
　
　
　
　
タ

間
題
に
係
は
る
も
の
で
、
太
雫
洋
（
東
亜
）
に
全
然
一
志
係
な
も
の

で
あ
ら
う
か
。
こ
の
境
界
線
設
定
は
鋤
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
毅
、
特
に

そ
の
植
屍
、
膨
脹
番
上
如
何
な
る
昔
昔
を
も
「
つ
も
の
な
の
で
あ
ら

ギ
り
か
。
今
日
に
於
い
て
こ
の
問
題
は
如
何
に
再
槍
討
さ
れ
意
義
づ

け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
ら
の
諸
勲
に
つ
い

て
若
干
の
簡
輩
な
考
察
を
試
み
ん
と
す
る
の
が
小
論
の
目
的
で
あ

，
る
。

譲
　
寡
言
な
誉
者
の
知
る
奢
り
で
は
、
こ
の
境
界
線
設
定
問
題
を
薩
接
封

　
象
と
せ
る
研
究
は
我
國
に
は
存
し
な
い
や
5
で
あ
る
。
外
閣
の
墨
・
嚢
の

　
も
の
は
藩
干
存
す
る
。
例
へ
ば
団
・
O
・
切
。
霞
器
…
．
6
｝
ぢ
σ
自
明
ぺ
。
宰

　
焦
。
訂
目
貯
。
亀
〉
ざ
ズ
書
（
げ
『
＜
ピ
「
こ
の
論
文
は
最
初
畷
〔
二
〇
拶
？

く瞬

ﾛ
つ
ξ
槽
・
。
・
。
・
二
・
【
・
山
い
出
）
に
獲
表
さ
れ
、
後
引
干
修
瓶
附
翻
さ

　
れ
て
岡
じ
蔚
嚢
の
論
支
集
旧
搾
m
∂
、
。
・
ぎ
凝
曇
奪
一
塁
一
〇
良
一
駐
ヨ
（
Z
（
ヨ
、

　
績
。
昏
．
お
。
【
）
に
牧
録
さ
れ
た
。
　
ψ
つ
◆
絹
．
σ
彗
話
G
｝
ご
目
ち
璃
・
ぎ
②
o
鴨

第
↓
一
十
八
巻
　
第
照
號

　糟

`

d
。
議
院
藁
a
o
餌
亀
三
戸
）
。
≧
・
碁
圏
三
韓
く
訓
蕊
O
い
獄
嵩
箆
筈
。
壽
。
｛
曙

。
鴨
ご
三
二
穿
即
垣
翠
、
、
（
づ
磐
馨
｛
…
。
羨
。
コ
7
ポ
声
。
Σ
も
な
。
c
⇔
ξ

（）

w
Ω
を
乱
…
ポ
目
。
。
S
℃
い
旧
帰
（
捌
m
o
「
’
＜
（
）
囲
・
〈
・
）
■
〉
．
同
W
髪
ヨ
…
d
§
口
触
邑
（
苧

焦
書
鴇
三
〇
】
『
冨
浄
》
一
窪
碧
（
8
錺
く
H
【
三
（
H
筈
蓉
男
。
養
。
コ
　
（
畠
認
。
陀
霧
－

自
書
・
O
o
囲
。
讐
。
周
○
。
O
o
）
・
〉
．
〈
琶
（
ざ
門
ζ
孟
Ω
ご
．
〉
一
〇
餐
鼠
窮
く
ト

巴
乙
昏
⇔
U
o
ヨ
霧
o
p
二
〇
＝
o
噛
9
0
冨
〔
環
嘗
琶
。
直
証
〇
〇
扁
9
”
圃
巳
　
σ
9
ご
㌣

凶
諺
（
）
剛
も
○
箕
幽
謁
警
島
℃
o
誉
【
讐
ポ
　
円
お
ω
－
な
漁
、
（
〉
ヨ
。
㌶
8
冨
譲
一
m
ぽ
）
嵩

Ω
二
戸
2
剛
2
・
．
＜
c
劉
区
緒
H
ド
6
δ
）
・
。
そ
の
他
聞
接
に
こ
の
問
題
に

論
及
し
て
み
る
引
書
も
可
成
り
あ
る
。
倒
へ
ば
同
向
・
導
滋
絡
2
U
凶
圃
Y

一
§
日
章
凶
。
疑
δ
ε
受
。
鴨
》
一
5
0
二
舞
（
月
。
◎
紹
）
讐
躍
州
ω
8
門
川
O
畠
〇
三
〇
簿
。
臼
円

言
触
ぢ
馨
。
・
（
同
。
◎
O
O
）
等
。
上
記
の
諸
論
文
の
」
甲
、
＜
〔
三
百
自
H
し
冒
二
〇
嵩
以
外

の
も
の
は
紘
．
甲
者
は
鷹
接
蓼
照
す
る
こ
と
が
崩
來
な
か
っ
た
。
三
っ
て
小

論
は
極
め
て
不
備
杜
撰
な
も
の
で
あ
る
が
、
幸
ひ
こ
の
問
題
に
關
係
の

あ
る
法
王
の
教
書
や
條
約
文
を
蓼
照
し
鴛
た
の
で
、
敢
へ
て
三
遍
し
た

次
第
で
あ
る
。
．

　
更
料
集
と
し
て
利
用
…
し
た
も
の
は
主
と
し
て
、
d
慧
。
弓
○
『
r
円
○
・

編
の
国
震
（
も
霧
二
同
旨
ρ
｛
ぼ
ゆ
樋
）
o
鴛
ぎ
澱
。
詳
多
。
甲
｛
簗
σ
蔓
。
鴨
夢
o
d
三
－

一
巳
も
謄
｛
纂
o
m
触
三
鮎
…
＄
づ
。
回
）
窪
（
剛
o
g
圃
。
切
ε
目
9
G
。
●
（
！
1
図
憂
色
島
蔭
〔
§
り
囹
マ

ミ
ゾ
ー
（
以
．
下
d
珍
話
℃
O
界
と
略
す
）
と
聾
ハ
’
犀
§
鼻
男
9
臼
お
O
二

共
編
の
§
お
素
論
葺
鯉
川
”
回
。
同
甑
§
詠
・
目
お
ω
∴
c
。
o
い
・
い
い
’
．
o
ぴ
の
中
の

　
、
く
。
一
◆
H
．
H
H
（
ε
o
ω
）
一
（
以
下
飼
、
整
昼
鍔
と
賂
す
。
）
と
で
あ

る
G
他
田
上
記
の
研
究
論
文
を
蓼
照
す
る
無
難
を
う
れ
ば
、
誤
謬
や
敏

陪
を
訂
盗
補
足
し
た
く
大
方
の
御
教
示
を
切
齢
す
る
次
第
で
あ
る
。
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一

　
イ
ス
パ
ニ
ア
（
カ
ス
テ
リ
ア
）
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
爾
國
間
の
海
外
問

題
を
め
ぐ
る
抗
璽
は
、
　
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
獲
見
を
契
機
と
し
て
突
如

と
し
て
月
一
し
弛
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
爾
繭
の
王
位
機
承
を

中
心
と
す
み
永
年
に
わ
た
る
抗
齢
と
聯
爾
し
つ
Σ
、
可
成
り
古
い

歴
雨
警
僧
も
つ
。
特
に
十
五
世
紀
初
鴬
撫
甲
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
積
極
納
に

海
外
蹴
出
一
1
就
中
ア
フ
リ
カ
北
、
西
海
岸
進
嵐
を
開
始
し
て
以

來
、
常
に
存
幽
し
た
。
コ
属
ン
ブ
ス
の
獲
見
後
の
紛
欝
も
實
は
こ

の
約
一
世
紀
に
わ
た
る
爾
貧
鉱
の
海
外
丈
量
史
の
一
環
を
な
す
も

の
に
他
な
ら
な
い
。
所
謁
薪
大
陸
、
薪
航
路
の
獲
見
は
こ
の
勲
か

ら
も
決
し
て
突
獲
偶
然
的
な
事
件
と
し
て
で
は
な
く
、
イ
ス
パ
ニ

ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
爾
國
間
の
海
外
抗
争
皮
上
の
｝
慕
象
と
し
て
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謎
　
　
吻

へ
ら
る
べ
き
性
格
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。

謡
　
こ
の
十
五
世
紀
末
の
所
謂
薪
大
睦
、
覇
航
路
獲
見
蓮
鋤
の
意
義
に
…
關

　
し
て
は
、
從
來
ご
つ
の
相
鍬
立
す
る
見
解
が
存
在
す
る
。
邸
ち
そ
の
一

　
　
つ
は
こ
の
遽
動
を
以
っ
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
、
宗
教
数
輩
と
梱
艶
ん
で
、

　
申
世
と
近
代
と
を
擁
劉
す
る
近
世
初
期
の
劉
期
酌
重
大
事
件
の
一
と
み

　
る
見
解
で
あ
る
。
こ
の
晃
解
に
從
來
の
西
洋
皮
或
は
靱
ー
ロ
ッ
パ
世
界

法
選
設
定
境
界
稼
悶
題
K
騨
す
る
考
察
（
上
）

史
に
み
ら
れ
る
常
套
的
見
解
で
あ
り
、
廣
く
一
般
の
人
々
に
も
承
認
支

持
せ
ら
れ
て
る
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
中
・
世
と
近
代
と
の
非
蓮
籏
薗

を
強
調
す
る
所
趨
、
非
蓮
籏
磯
説
」
（
野
霧
ぎ
喜
。
三
ぎ
。
碁
）
の
扁
種
と

云
へ
よ
う
。

　
こ
れ
に
饗
し
第
二
の
見
解
は
い
は
ば
こ
の
青
山
の
糠
界
史
的
三
期
性

を
否
定
乃
簗
ほ
過
少
騨
回
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
就
中
、
こ
の
蓮

動
と
そ
れ
以
前
の
諸
職
見
回
動
ス
特
に
十
五
世
紀
初
よ
り
の
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
海
外
礎
繊
蓮
動
）
と
の
蓮
悪
性
を
強
調
す
る
。
例
ぺ
ば
「
ラ
ン
ケ

と
世
界
・
災
學
」
に
示
さ
れ
た
鈴
木
総
高
氏
の
見
解
、
或
は
O
勘
§
鐸
覆
輪
O

寓
o
O
o
…
譲
㌶
o
蔓
・
＜
o
ピ
目
◎
、
鼻
・
H
・
に
於
け
る
男
曙
圃
拓
の
見
解
一

三
は
「
串
世
と
三
代
と
を
分
つ
最
も
顯
碧
な
目
襟
は
一
四
九
ご
年
の
コ

惚
ン
ブ
ス
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
二
見
で
あ
る
」
芝
は
述
べ
て
み
る
が
、

而
も
叉
「
十
ご
世
紀
よ
り
十
五
世
紀
蓬
の
四
世
紀
聞
を
望
見
時
代
と
呼

び
得
、
十
五
世
紀
は
そ
の
鍛
大
の
断
裂
を
な
し
た
も
の
で
、
そ
の
批
紀
、

の
最
後
の
十
年
聞
が
、
完
了
期
で
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
…
竣
見
と
な
っ

た
」
と
述
べ
、
以
蘭
の
諸
麺
動
と
の
漣
三
面
を
竜
強
調
も
て
る
る
。
1

の
如
き
は
そ
の
一
翻
で
あ
る
。
か
鼠
る
見
解
は
い
は
ば
ゆ
枇
と
近
代
と

の
蓮
招
電
を
重
醜
す
る
所
鮒
鰻
，
蓮
籏
空
説
」
〈
溶
。
総
踊
脚
同
三
織
一
物
さ
。
凱
。
）
の
吋

種
と
み
な
し
う
る
◎

　
患
ふ
に
こ
の
二
つ
の
棺
鋤
立
す
る
見
解
の
成
立
根
擦
は
火
蓑
毛
の
こ

黙
に
あ
る
。
（
じ
望
－
μ
ッ
パ
の
平
身
更
訂
大
・
膨
張
、
或
は
そ
れ
よ

り
す
る
讐
…
ロ
ッ
パ
の
世
界
亥
配
、
翼
－
糧
ッ
パ
交
化
の
世
界
的
傳
播

の
寮
實
。
（
ご
）
こ
の
灘
動
の
縮
果
撫
し
て
の
ヨ
…
脚
ッ
パ
へ
の
影
響
Q

第
二
十
八
倦
　
第
瞬
號

一一
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法
王
設
定
境
界
線
問
題
に
請
す
る
考
察
（
上
）

第
一
の
顯
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
舞
羅
綾
擬
設
は
こ
の
蓮
動
を
も
つ
て
鮒

一
1
ア
ッ
パ
の
飛
躍
二
三
…
大
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
交
化
の
急
激
な
普
及
の
出
三

農
と
し
て
の
意
義
を
強
調
す
る
に
饗
し
、
蓮
籔
艘
説
は
、
こ
の
蓮
動
を

も
つ
て
、
雫
二
・
三
批
紀
以
來
の
ヨ
i
1
2
ッ
パ
の
膨
張
と
い
ふ
普
遍
的

傾
向
の
一
婦
現
と
み
な
し
、
特
に
十
五
世
紀
初
よ
り
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

海
外
叢
展
を
そ
の
直
接
の
蘭
史
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
鮎
に

つ
い
て
云
へ
ば
、
非
漣
綾
解
読
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
護
見
浬
動
の
ヨ
ー

1ア

b
パ
、
就
中
纒
濟
融
愈
へ
の
影
響
が
極
め
て
重
観
さ
れ
る
。
特
に
ア

メ
リ
カ
大
睦
の
貴
金
凝
（
銀
）
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
多
堂
に
流
人
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
惹
趨
さ
れ
た
諸
々
の
計
茶
∵
緬
濟
的
漿
動
が
強
調
さ
れ
る
。

之
に
反
し
、
蓮
齪
鯉
設
に
於
い
て
は
一
釧
へ
ば
鈴
木
成
高
氏
の
如
く

一
こ
の
蓮
動
が
ヨ
ー
1
ア
ッ
パ
の
纒
濟
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
こ
と
を
認
め
つ
」
も
、
決
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明

の
本
質
に
及
ぶ
や
う
な
類
化
」
ほ
惹
超
さ
れ
て
み
な
い
こ
と
、
要
す
る

に
「
地
理
的
匹
見
」
で
あ
っ
て
も
「
「
膳
史
的
獲
見
」
で
は
な
い
こ
と
が
指

摘
さ
れ
、
こ
の
蓮
動
の
優
史
的
劇
期
性
が
否
定
さ
れ
て
る
る
。

　
こ
の
粗
浴
す
る
二
見
解
に
捜
し
、
卑
見
を
述
べ
る
籐
白
は
な
い
が
、

結
論
の
み
云
へ
ば
、
第
｝
の
織
、
即
ち
ヨ
ー
1
ア
ッ
パ
の
察
悶
的
籏
大
、

瞬
膨
張
の
事
實
に
つ
い
て
ほ
、
蓮
績
捌
設
が
、
第
こ
の
顯
、
即
ち
ヨ
ー
ロ
、

ッ
パ
へ
の
影
響
の
黙
で
は
非
蓮
績
遡
論
が
愛
當
で
は
な
い
か
と
考
へ

る
。
只
然
し
、
蓮
績
三
三
の
主
張
の
如
く
、
こ
の
三
口
を
十
二
・
三
世

紀
以
來
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
膨
張
と
い
ふ
普
編
酌
傾
向
の
顯
現
、
或
は
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
コ
ヘ

ル
ト
ガ
ル
の
海
外
男
茎
の
延
長
と
み
な
す
に
し
て
も
、
か
」
る
傾
向
が

第
二
十
八
巻
　
第
　
関
號

三
八

決
し
て
自
然
酌
鳥
跡
裡
に
獲
酸
し
た
も
の
で
は
な
く
、
常
に
何
等
か
の

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ

抗
孚
を
蝶
介
と
し
て
展
開
し
た
竜
の
で
あ
る
こ
と
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
Q
小
論
で
後
に
開
に
す
る
如
く
、
十
五
世
紀
に
於
け
る
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
海
外
進
出
蓮
動
は
、
二
圓
に
於
い
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
國
内
酌
、
就

會
纒
濟
的
辮
情
よ
り
由
黙
す
る
と
共
に
、
他
面
に
於
い
て
は
、
隣
國
カ

ス
テ
リ
ア
と
の
不
労
の
抗
雫
を
通
じ
て
展
開
…
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

（
爾
新
大
陸
・
新
航
路
獲
見
の
腿
史
酌
意
義
に
關
し
て
ほ
、
拙
稿
〔
立
命

館
論
叢
、
第
十
四
輯
、
歴
史
地
理
篇
第
四
號
、
昭
和
十
八
年
〕
滲
照
）
。

　
周
知
の
如
く
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
海
外
（
西
ア
フ
リ
カ
）
進
出
は
十
五

世
紀
初
の
セ
ゥ
タ
（
O
o
艮
ρ
）
遠
征
を
契
機
と
し
、
爾
來
特
に
王
子
．

エ
ン
リ
ケ
（
国
巨
ρ
ロ
。
）
指
導
下
に
極
め
て
組
織
的
に
纏
処
し
て
行

は
れ
た
。
エ
ン
リ
ケ
王
子
の
海
外
開
題
の
動
機
、
乃
至
は
同
的
が

如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
に
就
い
て
は
諸
論
の
存
す
る
所
で
あ

る
が
、
そ
の
一
つ
に
、
而
も
か
な
り
強
大
な
も
の
に
、
ア
フ
リ
カ

西
岸
（
セ
ネ
ガ
ル
、
ギ
ネ
ア
地
方
）
と
の
逓
商
乃
至
維
演
開
　
艘
に
鍬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

す
る
惑
い
細
心
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
出
來
な
い
。

①
高
村
一
一
・
日
葡
交
麺
史
（
昭
和
＋
七
年
）
第
一
章
。

　
韓
N
に
一
四
三
四
年
ジ
ル
・
エ
ア
ン
ネ
ス
（
○
自
国
碧
μ
づ
霧
）
。
か
當
油
狩

知
ち
れ
て
る
弛
世
界
の
薩
南
端
と
見
倣
さ
れ
て
る
た
ポ
ジ
ャ
ド
】

（．a”tg．）



ル
岬
（
O
筈
。
尉
。
》
瓢
禽
）
の
回
航
に
成
功
し
、
次
い
で
一
四
四
一

年
よ
リ
ア
ン
タ
ン
・
ゴ
ン
サ
ル
ヴ
エ
ス
（
済
⇒
欝
ヨ
O
O
塁
巴
く
O
N
）
、

ヌ
ウ
ノ
・
ト
リ
ス
タ
ン
（
宅
§
Q
日
勢
銭
。
）
等
が
更
に
そ
の
南
方
セ

ネ
ガ
ル
地
方
の
探
瞼
を
試
み
、
一
四
四
五
年
に
は
デ
ィ
ニ
ス
・
デ
イ

ァ
ス
（
U
匿
ω
U
㌶
。
・
）
の
船
隊
が
ヴ
ェ
ル
ヂ
岬
（
0
9
σ
o
＜
o
乙
。
）
を

突
破
し
て
ギ
ネ
ア
地
方
に
迄
到
妬
し
江
。
從
來
エ
ン
リ
ケ
王
子
の

　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

事
業
に
称
し
比
較
的
冷
淡
で
あ
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
國
民
的
關
心

ガ
、
漸
く
積
極
性
を
幣
び
る
に
至
っ
た
の
は
、
大
霜
こ
の
頃
（
一

四
四
四
年
頃
）
か
ら
と
い
は
れ
て
み
る
。
即
ち
酋
ア
フ
リ
カ
交
易

一
奴
隷
、
砂
金
、
そ
の
他
の
珍
貴
品
を
主
要
二
三
と
す
る
一

の
有
利
な
こ
と
が
漸
く
こ
の
頃
よ
り
～
般
に
知
ら
れ
る
に
至
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
r

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
冠
は
こ
の
有
利
な
貿
易
の
濁
占
を
強
化
す
る
た

め
に
、
海
外
嚢
見
地
の
領
有
、
支
配
構
の
確
認
を
償
例
に
從
っ
て

罧
ー
マ
法
王
に
求
め
た
。
例
へ
瀞
は
法
　
土
ユ
コ
ラ
ス
五
世
（
累
8
0
川
霧

く
ゲ
）
は
…
四
五
二
年
六
月
十
八
皿
鉢
蟻
蚕
醐
山
）
鑓
昌
憲
く
創
話
器
に
娠
於

い
て
、
ポ
ル
｝
ガ
ル
王
（
ア
フ
ォ
ン
ソ
五
世
）
に
樹
し
、
「
あ
ら
ゆ

る
異
教
徒
彰
探
し
顔
し
、
証
服
し
、
彼
等
を
奴
隷
と
な
し
、
そ
の

　
　
　
法
釜
設
定
境
界
線
嗣
題
に
購
す
る
考
察
（
上
）

，
土
地
、
財
産
を
湊
慶
す
る
…
般
的
漠
然
た
る
樺
力
」
を
附
亡
し
て
る

　
④
る
。

　
①
　
窪
ご
塁
o
p
も
。
噌
貯
や
濤
．

　
然
る
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ギ
ネ
ア
貿
易
の
有
利
な
の
に
藩
目
し
た

隣
國
カ
ス
テ
リ
ア
王
（
ジ
ョ
ア
ン
ニ
世
）
は
之
に
介
入
せ
ん
と
し
、

　
｝
四
五
四
年
四
月
、
あ
る
些
細
な
事
件
を
口
實
と
し
て
、
ギ
ネ
ア

地
方
の
支
配
に
証
し
強
硬
な
要
求
を
提
出
し
、
た
め
に
一
時
爾
國

問
に
職
孚
の
危
機
を
招
近
し
た
。
こ
れ
に
駕
し
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
は

自
國
の
構
盆
確
保
の
必
要
を
痛
感
し
、
そ
の
確
認
を
更
に
法
王
に

要
請
し
た
。
　
四
五
五
年
…
月
八
日
前
の
法
王
ニ
コ
ラ
ス
五
十
の

教
書
幻
。
殴
書
舞
℃
8
銑
h
舞
は
恐
ら
く
こ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
の

要
求
に
慮
じ
て
褒
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
こ
の
臨
書
円
。
旨
孚
・
髭
ω
娼
自
鶏
賃
は
前
の
頭
書
U
賃
嵩
望
く
撃

ω
霧
を
再
確
認
し
、
そ
の
適
用
範
圏
を
左
の
如
く
よ
り
限
定
し
明

確
に
し
た
。
帥
ち
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
室
に
附
興
せ
ら
れ
た
関
下
的
支

配
繊
の
適
胴
範
園
を
、
セ
ゥ
タ
及
び
｛
、
ポ
ジ
ャ
ド
ー
ル
岬
並
に
ナ

ン
岬
（
O
筈
。
客
叫
○
）
よ
り
塗
ギ
ネ
ア
を
通
じ
、
更
に
そ
の
南
岸
を
越

え
て
の
憂
領
域
し
（
…
…
9
＄
営
§
蕊
住
。
切
頚
玉
霞
無
熱
裟
⇔
ヨ

第
二
十
八
巻
　
第
餌
鋭

三
九

（｛　”i3）



法
蕊
設
定
境
界
線
問
題
に
關
…
す
る
考
察
（
上
）

塁
ρ
餌
。
回
）
2
δ
言
口
○
鼠
》
愚
図
浮
簿
記
霞
9
ぎ
錺
塁
葭
飛
禽
瞬
昌
。
客
亭

。
畢
ζ
昌
覧
お
⇔
導
賃
8
⇒
畠
鴎
．
：
：
．
）
と
し
、
絢
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
室
が

こ
れ
ら
の
領
域
の
土
地
、
海
洋
に
生
し
、
法
律
を
制
定
し
、
諸
規

約
を
課
し
え
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
三
豊
及
同
王
室
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ

た
も
の
は
該
地
域
の
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
禁
制
品
以
外
の
交
易
を

な
し
う
る
が
、
他
の
い
か
な
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
雛
も
こ
れ
を

な
し
、
或
は
こ
れ
ら
の
夕
露
に
入
る
時
は
破
門
に
質
せ
ら
れ
る
こ

　
　
　
　
　
①
◆

と
を
宣
言
し
た
Q

①
こ
の
教
害
力
。
ヨ
§
蕊
℃
薯
〔
藩
呂
の
ラ
テ
ン
語
原
丈
並
に
そ
の
爽

　
灘
丈
は
望
鮮
く
逆
臣
）
○
答
嚇
¢
【
旨
2
ヨ
§
け
野
参
照
。

　
こ
の
教
書
に
よ
っ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
カ
ス
テ
リ
ア
と
の
抗
事
に

有
利
な
立
場
を
得
た
の
み
で
な
く
、
ア
フ
リ
カ
三
三
進
出
に
關
し

排
他
的
獅
粛
穣
を
認
め
ら
れ
、
今
後
の
海
外
獲
展
に
極
め
て
有
効

な
根
櫨
を
獲
得
し
た
。
そ
の
意
味
で
こ
の
敏
書
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

植
民
欝
欝
決
定
的
な
段
階
を
劃
し
た
も
の
と
云
へ
る
。

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ギ
い
不
ア
貿
易
に
關
す
る
猫
占
・
特
灌
的
支
配
は

更
に
一
四
五
六
年
三
月
十
三
田
付
．
の
法
王
カ
リ
ク
ト
ス
三
世
の
教

書
H
ヨ
費
O
器
8
類
に
よ
つ
て
再
び
確
認
さ
れ
た
の
み
で
な
く
、

簾
二
十
八
巻
　
第
鰹
號

闘
○

そ
こ
に
は
次
の
如
き
下
露
す
べ
き
句
が
含
ま
れ
て
み
た
。
即
ち
法

王
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
キ
リ
ス
ト
騎
士
修
道
愈
の
長
老
と
し
て
の
エ

ン
リ
ケ
王
子
に
「
ポ
ジ
ャ
ド
ー
ル
岬
並
に
ナ
ン
岬
よ
り
垂
ギ
・
不
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

を
通
じ
、
更
に
そ
の
南
岸
よ
り
遠
く
印
度
人
平
に
至
る
」
（
…
…
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

8
旨
島
σ
霧
畠
。
切
。
す
禽
。
圏
簿
畠
。
鴬
9
3
白
基
ρ
5
0
冒
賃
ε
冨
導
○
良
－

昌
②
簿
濤
簿
巳
嘗
9
籠
簿
唱
導
興
一
島
。
昌
巴
㊦
内
覧
9
α
q
9
出
塁
ρ
賞
o
p
鳥

H
邑
。
ジ
…
…
）
既
得
の
或
は
將
來
獲
得
さ
る
べ
き
土
地
の
教
會
財
産

　
　
　
　
①

を
附
輿
し
た
。

①
　
こ
の
一
閥
五
六
年
の
敏
灘
μ
H
箕
。
戦
O
P
簿
。
讃
ド
に
つ
い
て
は
、
U
⇔
〈
？

　
ξ
（
）
算
…
d
O
9
暮
。
簿
越
．
参
照
。
術
こ
の
…
、
印
度
人
國
に
至
る
」
と
い
ふ

　
靭
が
、
所
謂
貧
ハ
ネ
ス
罵
教
の
閣
の
入
民
を
指
す
か
、
或
は
（
東
〉
印
度

　
入
を
指
す
か
に
つ
い
て
は
、
論
義
の
有
す
る
夙
で
あ
る
。

　
か
く
エ
ン
リ
ケ
王
子
の
指
導
で
、
法
王
の
諸
敏
書
に
よ
つ
て
濁

占
を
笹
折
さ
れ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ア
フ
リ
カ
噸
岸
探
瞼
・
支
配
は

漸
次
嚢
展
し
弛
。
然
し
｝
四
六
〇
年
エ
ン
リ
ケ
王
子
の
残
後
、
こ

の
事
業
は
國
家
よ
り
解
熱
的
企
業
に
委
ね
ら
れ
、
國
王
の
關
心
が

專
ら
回
教
徒
征
討
や
羊
歯
カ
ス
テ
リ
ア
併
合
の
野
心
に
あ
っ
た
た

め
、
一
時
海
外
進
繊
は
以
前
の
積
極
性
を
失
ふ
に
至
っ
た
。

●

（37達）



　
た
ま
た
ま
一
四
七
四
年
十
二
月
カ
ス
テ
リ
ア
王
エ
ン
リ
ケ
幽
世

の
死
に
よ
り
、
同
士
に
王
位
纏
承
を
雛
っ
て
紛
争
が
勃
獲
す
る
や
、
．

ポ
ル
ト
ガ
ル
王
ア
フ
ォ
ン
ゾ
五
世
は
之
に
干
渉
し
、
併
合
の
野
心

を
以
っ
て
カ
ス
テ
リ
ア
に
侵
入
し
、
こ
＼
に
卸
町
聞
に
職
争
を
み

　
　
　
　
①

る
に
至
っ
た
。
こ
の
王
位
纏
承
職
の
一
環
と
し
て
、
爾
國
間
に
海

外
問
題
、
特
に
カ
ナ
リ
i
群
轟
ど
そ
の
樹
岸
地
域
を
中
心
ど
す
る

紛
争
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

①
カ
ス
チ
可
ア
王
エ
ン
リ
ケ
四
世
の
死
に
よ
っ
て
、
そ
の
王
女
と
欝
せ

　
ら
れ
、
法
酌
後
識
者
た
る
ジ
ョ
ア
ン
ナ
q
o
髄
自
暴
ご
目
ρ
切
。
ξ
鴛
鼻
ド
）

　
と
国
訴
イ
サ
ベ
ラ
（
（
H
墾
げ
Ω
亭
ピ
）
と
の
問
に
王
位
縫
承
の
壌
が
生
じ
、
粛

　
〃
｝
ガ
ル
王
ア
フ
ォ
ン
ゾ
五
霞
は
仁
者
を
援
助
し
て
イ
サ
ベ
ラ
と
抗
争

　
し
た
。
こ
の
王
位
鮨
獅
承
を
め
ぐ
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
ン
一
〇
莚
謬
蜀
∫
》
・

　
冨
獅
ご
お
拶
翻
ぐ
箒
。
端
加
讐
三
。
・
一
一
節
日
彰
＃
ρ
＜
○
ピ
昌
●
2
】
・
区
題
目
’
・
参
照
。

　
早
く
よ
リ
ギ
・
不
ア
貿
易
の
有
利
に
着
重
し
、
之
に
介
入
し
、
併

せ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
同
貿
易
を
防
害
し
、
そ
の
猫
占
的
特
繊
を
打
．

噛
せ
ん
と
欲
し
て
み
た
カ
ス
チ
リ
ァ
は
、
こ
の
三
綱
を
機
會
に
、

同
貿
易
の
家
運
と
し
て
璽
要
な
位
澄
に
あ
る
カ
ナ
リ
」
働
事
に
溝

羅
し
、
　
｝
期
七
六
隔
敵
影
來
之
謹
か
領
有
ゆ
蟹
企
て
、
七
八
年
の
春
に
、
は

遠
飯
隊
を
派
し
て
之
を
柾
署
せ
ん
と
試
み
る
に
璽
つ
允
．
。

法
聖
畿
定
境
界
線
問
題
に
聴
す
る
考
禦
く
上
）

議
　
ヵ
ナ
リ
ー
群
島
を
め
ぐ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
カ
ス
テ
リ
ア
筆
墨
間
の
紛

　
雫
も
亦
可
威
り
古
く
か
ら
存
在
す
る
。
扁
三
紺
一
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
王

　
（
ア
フ
オ
ン
ゾ
四
三
）
が
こ
の
群
島
に
三
徳
隊
を
涙
し
た
旧
離
が
ボ
ッ
ヵ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
チ
ョ
（
、
膨
0
6
塁
。
。
…
o
）
に
み
え
て
み
る
と
い
は
れ
る
。
こ
の
遽
征
に
よ
つ

　
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
國
に
論
じ
て
、
こ
の
群
島
に
封

　
す
る
獲
見
と
領
麿
と
の
優
先
穣
を
徳
た
と
主
張
し
た
β
恐
ら
く
驚
こ
れ

　
が
イ
ス
パ
ニ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
爾
…
國
の
海
外
筑
璽
の
最
初
の
原
因
を
な

　
②
　
す
」
も
の
で
あ
ら
う
○

　
　
カ
ス
テ
リ
ア
が
こ
の
群
島
に
饗
す
る
麦
配
擢
を
主
張
す
る
有
力
な
根

　
櫨
と
な
っ
た
も
の
は
一
四
〇
二
年
よ
り
の
ジ
ァ
ソ
・
ド
・
ベ
タ
ソ
ク
ー

　
ル
（
冒
舞
島
。
閑
ひ
9
窪
8
＝
贋
傍
）
等
の
遽
征
と
無
論
と
で
あ
る
。
ベ
タ
ソ
ク

　
ー
ル
が
カ
ス
テ
リ
ア
王
（
エ
ソ
リ
ー
ケ
三
世
）
の
援
を
求
め
、
聖
王
よ
り

　
諸
特
櫻
…
を
…
興
へ
ら
れ
た
こ
と
に
起
閃
…
す
る
。
邸
．
ち
之
に
よ
っ
て
カ
ス
チ

　
リ
ア
王
は
こ
の
群
島
の
支
酎
…
櫻
を
得
、
更
に
岡
國
資
族
を
同
額
の
司
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
④

　
に
推
灘
し
て
そ
れ
を
張
化
し
た
。

　
　
そ
の
後
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
エ
ン
リ
ケ
王
子
も
こ
の
群
島
が
ア
フ
リ
カ
．
西

　
…
序
白
図
に
極
め
て
三
一
の
位
羅
に
あ
る
こ
と
に
濡
目
し
、
あ
ら
ゆ
る
機

　
愈
を
利
用
し
℃
こ
れ
を
肖
國
の
支
配
下
に
お
か
ん
と
試
み
た
。
例
へ
ば

　
被
は
一
四
M
入
年
、
一
四
ご
臨
…
ご
五
年
、
一
閥
四
五
年
、
四
六
年
の

　
諸
臣
に
わ
た
り
、
こ
の
群
島
を
購
入
、
域
は
所
有
魏
…
の
確
立
に
努
め
て

ゐ
勉
か
く
カ
ナ
リ
轟
揉
そ
の
三
三
三
三
回
し
て
よ
り

　
竜
、
そ
の
頴
田
三
位
搬
よ
リ
ア
フ
リ
カ
護
岸
麦
藁
の
問
題
と
三
一
に
聯

　
…
翻
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
カ
ス
テ
リ
ア
爾
闘
海
外
抗
爾
の
一
巾
心
と
な
つ

　
　
　
　
　
第
二
十
八
轡
　
第
鱗
鏡
　
　
　
鰻
一
　
r

（a．”“o一）



法
王
設
定
境
界
線
問
題
に
捜
す
る
考
察
（
上
）

　
た
Q

　
　
一
㈱
七
〇
年
代
の
初
カ
ス
テ
リ
ア
人
デ
ィ
ゴ
・
デ
・
ヘ
ラ
ー
ラ
（
⇔
7

　
£
o
倉
羅
臼
耳
糞
）
が
之
を
領
有
麦
諒
し
て
み
た
が
、
こ
の
群
島
の
重
要

　
性
に
着
目
し
た
カ
ス
テ
リ
ア
女
王
イ
サ
ベ
ラ
は
、
一
四
七
七
年
十
月
へ

　
ラ
〕
う
と
一
の
協
定
を
結
び
、
同
群
島
の
中
ラ
ソ
ザ
ぼ
ー
テ
（
H
§
N
？

　
目
O
ひ
O
）
、
フ
ェ
ル
テ
ヅ
ェ
．
ソ
テ
ユ
ラ
（
男
離
O
詳
O
〈
2
蒼
肩
、
9
）
、
フ
ェ
ー
7
（
弼
O
護
【
）
）

　
ゴ
；
メ
ラ
（
Ω
o
ヨ
。
鶏
）
の
四
葛
は
ヘ
ラ
ー
ラ
の
占
有
（
（
δ
ヨ
同
鼓
。
黛
醤
）
を
，

　
認
め
、
他
の
パ
ル
「
マ
（
辱
錠
琶
帥
）
、
テ
ネ
リ
フ
ェ
（
日
。
コ
。
瓢
浄
）
、
カ
ナ
リ

　
（
O
窪
”
蔓
）
の
三
島
は
賠
償
金
五
揖
薦
マ
ラ
ヴ
ェ
デ
ィ
（
窯
初
翁
、
。
（
翻
）
で
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
の
所
有
擁
を
王
室
が
買
比
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
イ
サ
ベ
ラ
女
王
は
、
こ
の
協
定
に
塾
き
そ
の
…
灘
利
を
確
化
せ
ん
が
た

　
め
、
翌
七
八
年
春
、
軍
除
を
こ
の
群
島
に
派
し
征
服
の
準
備
を
胎
…
め
た
。

　
カ
ス
チ
ゾ
ア
が
群
農
支
配
に
積
極
的
進
禺
を
試
み
る
の
を
み
た
ポ
ル
し

．
ガ
ル
は
、
岡
群
島
水
域
に
わ
た
る
陶
國
の
既
傷
樺
釜
、
並
に
ア
ブ
リ
ヵ

　
西
辮
支
配
の
侵
害
と
考
へ
、
岡
じ
く
艦
隊
を
派
し
て
カ
ス
テ
リ
ア
と
蜀

　
　
　
　
　
　
　
◎

　
抗
せ
ん
と
試
み
た
。

①
　
ゆ
。
§
ざ
ざ
ρ
聚
∴
6
ぎ
り
”
キ
｝
ρ
o
h
累
＆
。
≡
0
8
噂
碧
ξ
．
＜
o
｝
・

　
同
員
●
ワ
轟
b
3
轟
●

　
　
該
9
鳳
ヨ
鴛
二
〇
ワ
。
ぎ
く
。
｝
．
H

＠＠＠＠＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃
・

ゆ
鶏
臨
醸
W
o
ワ
。
ぎ
7
令
τ
了
ホ
い
．

冨
。
震
｝
o
≦
》
「
貯
8
属
。
＝
臆
k
g
o
冥
〔
乙
鵬
…
詳
。
「
宰
答
M
．

り
幽
。
轟
げ
展
毎
…
o
や
島
P
ノ
♂
ピ
目
●
マ
鳥
9

カ
ナ
リ
ー
鮮
島
探
検
史
、
特
に
一
四
二
〇
年
に
至
る
迄
の
歴
史
に
つ

第
二
十
八
馨
｝
第
嬢
號

四
二

い
て
は
、
鴇
霧
戟
3
譜
6
7
0
d
翁
’
2
μ
O
憎
セ
ぎ
二
〇
瞬
謬
O
o
O
槻
『
避
）
一
】
ざ
く
O
r

崔
H
．
o
剛
】
．
H
く
に
詳
し
く
、
そ
の
闘
の
同
群
島
を
め
ぐ
る
カ
ス
テ
リ
ア
、

ボ
〃
塾
ガ
ツ
爾
國
一
問
の
紛
鹸
に
つ
い
て
は
試
。
塞
ぎ
露
J
O
宰
鼠
ρ
く
0
7

同
。
o
剛
μ
」
舅
く
。
剛
・
H
卜
。
剛
】
．
メ
く
轡
参
照
。

　
か
く
本
國
に
於
け
る
王
位
縫
坐
職
と
絹
並
ん
で
、
カ
ナ
リ
ー
群

島
及
び
そ
の
勤
岸
ア
フ
リ
カ
地
域
の
領
有
、
支
配
を
め
ぐ
る
カ
ス

テ
リ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
爾
三
跡
の
海
外
抗
争
が
展
開
し
た
℃
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

爾
國
の
紛
欝
は
一
四
七
九
年
九
月
四
日
の
ア
ル
カ
ソ
ヴ
ァ
ス
（
匿
－

．
o
駐
。
く
霧
）
條
約
の
締
結
に
よ
っ
て
落
着
し
、
海
外
問
題
に
回
し
て

は
一
札
左
の
如
き
解
決
を
み
た
。

　
即
ち
カ
ス
テ
リ
ア
は
、
ギ
ネ
ア
、
ア
ゾ
ー
レ
ス
（
》
N
o
器
。
・
）
諸

島
、
マ
デ
ィ
ラ
（
ジ
幽
p
色
。
マ
曽
）
諸
島
、
ヴ
ェ
ル
デ
岬
U
諸
島
、
並
に
カ

ナ
リ
ー
群
島
よ
リ
ギ
ネ
ア
に
至
る
領
域
内
の
他
の
島
民
に
於
け
る

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
貿
易
樺
、
土
地
所
有
樺
を
妨
害
せ
蜜
、
叉
ポ
ル
ト

ガ
ル
の
モ
ロ
ッ
コ
遠
征
に
干
渉
せ
ざ
る
こ
と
を
約
し
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
は
カ
ナ
リ
ー
群
島
三
三
擢
を
カ
ス
テ
リ
ア
に
譲
渡
す
る
こ
と
を

　
　
①

約
し
た
。

　
①
　
こ
の
一
三
七
九
年
九
月
餌
H
μ
調
印
の
ア
ル
カ
ソ
ヴ
ァ
ス
幾
十
は
一
罵
嫌

（　）ei　e，　）



約
よ
り
な
り
、
　
一
は
↓
臼
。
巳
導
と
呼
ば
れ
、
王
位
縫
承
に
心
す
る
諸

事
項
を
規
定
し
（
之
の
観
略
澗
K
つ
い
て
は
》
日
。
昭
凱
　
昌
診
。
脚
O
｝
）
・
o
搾
く
O
野

H
H
塾
㌘
い
令
参
照
）
、
　
他
は
…
種
の
永
久
李
和
條
約
で
そ
れ
に
若
干
の

附
加
凹
條
顎
が
あ
り
、
占
領
地
の
淫
薬
、
捕
寿
司
の
罧
放
、
犯
鼎
蝉
人
の
汚
辱
、

翼
塞
の
棄
却
、
海
睦
上
で
の
掠
奪
の
禁
止
鯵
を
規
定
し
、
そ
の
第
八
條

虫
第
九
條
に
上
漣
の
如
き
海
外
領
有
閲
題
の
規
定
が
あ
る
。
こ
の
後
者

の
修
叩
丈
の
一
部
は
O
⇒
ぐ
2
壱
O
諄
…
d
O
9
昌
5
0
一
旨
ω
・
に
牧
飾
鱒
さ
れ
て
る

る
。

前
述
の
如
く
エ
ン
リ
ケ
王
子
の
獲
後
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
海
外
進
嵐

は
｝
時
衰
退
し
、
隣
國
カ
ス
テ
リ
ア
の
干
渉
、
妨
害
を
蒙
っ
た
が
・

そ
れ
に
よ
っ
て
蓮
に
既
得
口
糧
を
法
王
に
承
認
せ
し
め
、
爾
後
の

活
動
の
法
的
根
櫨
を
得
た
。
一
四
八
一
年
六
月
二
十
一
日
付
の
法

王
シ
ク
ツ
ト
ス
（
o
Q
一
三
塁
）
四
世
の
教
書
＞
9
0
彰
一
図
。
σ
q
騨
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
　
①

て
更
に
再
確
認
を
得
、
同
年
薪
王
ジ
ョ
ア
ン
Q
o
習
）
二
世
の
即
位

と
共
に
再
び
積
極
的
な
活
動
を
開
始
す
る
に
至
っ
た
。
例
へ
ば
ア

ザ
ム
ビ
ュ
ガ
（
》
雪
ヨ
げ
郎
讐
）
の
船
稼
は
ギ
ネ
ア
南
岸
の
ラ
．
、
、
、
ナ

（
り
ρ
冨
獣
麟
⊃
）
に
達
し
（
一
四
八
二
年
）
、
デ
ィ
頴
ゴ
・
カ
ン
（
9
守

σq

盾
n
舞
導
）
は
赤
道
を
越
え
て
コ
ン
．
数
1
河
に
ま
で
至
っ
た
（
｝
四

八
五
年
）
。
バ
ル
ト
魏
メ
オ
・
デ
ィ
ア
ズ
（
】
W
⇔
哩
紳
ゲ
O
一
〇
ヨ
O
O
　
H
）
一
参
3
凶
）

法
差
設
定
境
界
線
悶
題
に
閥
す
る
考
察
（
上
）

が
ア
フ
リ
カ
南
端
迂
回
に
域
功
し
弛
の
は
そ
の
翌
年
【
四
八
六
年

の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
ジ
ァ
ン
ニ
世
は
コ
ヴ
イ
ラ
．
ン
（
O
o
蕊
｝
彰
一
昌
）

等
を
し
て
陸
路
印
度
洋
沿
岸
地
域
を
探
瞼
せ
し
め
、
そ
の
報
告
に

よ
つ
て
、
ア
フ
リ
カ
南
端
迂
園
の
印
度
航
路
の
賢
現
可
能
性
を
確

蔑
す
る
に
至
つ
九
。
．
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ア
フ
リ
カ
西
岸
支
配
は
こ
・

に
於
い
て
三
々
重
要
な
意
味
を
有
す
る
に
至
っ
た
。

　
一
方
カ
ス
テ
リ
ア
に
．
於
い
て
は
女
王
イ
サ
ベ
ラ
は
即
位
後
國
内

の
統
一
、
整
理
、
就
中
グ
ラ
ナ
ダ
の
回
教
徒
國
征
討
に
忙
殺
さ
れ
、

積
極
的
に
海
外
活
動
を
試
み
る
絵
裕
が
な
く
、
只
僅
か
に
前
述
の

如
く
カ
ナ
リ
ー
群
島
を
領
有
し
た
に
止
ま
る
。
カ
ス
テ
リ
ア
が
再

‘
び
海
外
問
題
に
積
極
的
醐
心
を
示
し
う
る
に
至
る
の
は
、
グ
ラ
ナ

ダ
征
討
完
了
に
ま
る
暁
鶏
統
】
完
域
の
頃
（
一
四
九
二
年
）
か
ら
で
・

あ
る
。
コ
買
ン
ブ
ス
の
異
見
は
正
に
こ
の
時
に
、
叙
上
の
如
き
情

勢
下
に
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。

④
　
こ
の
凶
歓
欝
　
｝
簿
。
「
】
凱
拶
。
α
q
ぢ

　
ヨ
§
肯
ヘ
ア
参
照
ゆ

に
つ
い
て
は
、
　
U
麟
く
。
コ
℃
O
『
『
ご
0
9
丁

第
二
十
八
巷
　
第
三
號

｝
璽
嵩
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法
薫
設
定
境
界
線
問
題
に
観
す
る
考
察
（
上
）

二

　
コ
減
ン
ブ
・
ス
ゾ
か
印
度
の
中
果
…
瑞
（
ジ
バ
ン
ゴ
及
ア
ン
テ
ィ
リ
ア
∀
を

嚢
見
し
た
と
．
確
信
し
て
蹄
國
の
途
次
、
一
四
九
・
三
年
三
月
ポ
ル
ト

ガ
ル
王
（
ジ
ヨ
ア
ン
酒
量
）
と
面
接
し
た
疇
、
閣
王
は
以
前
の
諸

教
書
及
び
一
四
七
九
年
の
ア
ル
カ
ソ
ヴ
”
・
ス
郵
政
の
規
定
に
基
い

て
、
こ
の
薪
獲
見
地
が
南
國
の
濁
占
曲
支
配
下
に
あ
る
ギ
ネ
ア
地

　
　
　
　
　
　
　
り

域
内
に
存
す
る
も
の
し
、
自
己
に
特
薦
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
主
張
し
山
』
。
　
コ
担
ン
。
フ
ス
は
・
之
ヒ
巌
甥
・
し
反
鰍
駅
ゆ
三
略
試
み
た
“
か
、
然

し
、
ア
フ
リ
カ
西
岸
貿
易
を
濁
占
し
、
ア
フ
リ
カ
南
端
迂
回
に
域

功
し
て
今
や
印
度
航
路
の
實
現
、
東
洋
貿
易
へ
の
参
加
に
熱
申
し

つ
義
あ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
、
こ
の
驚
く
べ
き
二
見
を
黙
過
す
る
筈

は
な
く
、
こ
の
問
題
を
緯
っ
て
再
び
カ
ス
テ
リ
ア
と
の
間
に
紛
事

が
勃
焚
す
べ
き
こ
と
は
狂
し
當
然
で
あ
っ
た
。

①
U
巽
。
毛
。
長
。
℃
・
。
二
一
ソ
ρ
こ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
と
コ
ロ
ン
ブ
ス

　
と
の
論
争
に
つ
い
て
は
O
｝
の
Q
昌
髭
乙
］
W
O
【
胃
一
さ
…
同
ゴ
○
窯
。
貝
夢
琶
。
ジ

　
O
O
二
二
穿
鋒
鍵
“
藷
6
榊
き
O
r
（
お
O
ひ
）
の
中
の
遍
O
霧
語
二
〇
門
（
｝
答
竪
乱
訴
吟

　
く
O
｝
霞
頓
o
O
h
O
O
H
戸
舅
旨
【
鋳
の
脚
質
緊
鯵
照
（
回
）
．
い
ψ
ω
一
い
い
ひ
）

、
第
二
十
八
巻
　
第
闘
號

圏
観

　
コ
雛
ン
ブ
ス
の
報
告
を
聴
取
し
た
カ
ス
テ
リ
ア
王
（
フ
ェ
ル
デ

ィ
ナ
ン
ド
及
イ
サ
ベ
ラ
）
、
は
、
｛
隠
ち
に
新
棉
裟
圓
兄
地
及
將
來
該
地
域

で
嚢
見
さ
る
べ
き
土
地
、
島
喚
が
自
國
に
蝿
す
べ
き
も
の
な
る
こ

と
を
獄
ー
マ
法
王
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
六
世
に
逓
告
し
、
そ
の
許
可

を
．
要
求
し
た
。
法
王
の
認
可
が
果
し
て
か
蕊
る
海
外
聞
題
の
決
定

に
鍋
墨
上
強
制
力
を
有
し
う
る
か
は
疑
問
で
あ
る
に
せ
よ
、
薪
獲

見
地
の
所
有
及
そ
の
將
來
の
保
誰
を
精
選
界
の
首
長
翼
i
マ
法
王

に
求
め
る
こ
と
は
、
從
來
の
悪
例
で
あ
り
、
且
つ
こ
の
場
合
カ
ス

テ
リ
ア
と
し
て
は
、
事
餐
上
は
と
も
か
く
、
、
形
式
上
で
も
、
以
前

の
諸
法
王
に
よ
っ
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
附
塗
せ
ら
て
る
た
海
外
問

題
に
領
す
る
諸
特
功
を
無
効
な
ら
し
め
ん
と
歓
し
た
が
故
で
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
、

、
フ
。

　
而
も
疇
の
法
王
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
穴
世
は
ア
ラ
ゴ
ン
弾
弓
で
あ

り
、
政
治
上
イ
タ
リ
ア
問
題
に
蘭
し
イ
ス
パ
ニ
ア
と
密
接
な
周
係

が
あ
り
、
自
己
の
地
位
の
維
持
上
よ
り
も
イ
ス
パ
ニ
ア
の
援
助
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
①

四
一
に
必
要
と
し
て
み
た
故
、
同
國
王
の
要
求
に
慮
じ
て
有
利
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

教
書
を
証
す
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
か
く
て
獲
布
せ
ら
れ

た
籔
欝
が
一
四
九
三
年
五
月
三
H
付
の
H
艮
霞
○
ρ
皇
貧
斜
同
濤
付

（37S）



の
国
姓
臨
孚
・
。
b
Φ
〈
o
け
凶
§
ジ
及
五
月
四
更
付
の
ぼ
響
O
器
齢
①
冨

　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
・

の
三
者
で
あ
る
。
而
し
て
大
西
洋
上
に
南
北
の
一
線
を
謝
し
た
所

謂
境
界
線
（
H
）
0
5
P
g
H
O
⇔
甑
O
欝
　
一
い
㎞
影
Φ
）
が
初
め
て
設
完
さ
れ
た
の
は

五
月
四
日
付
の
教
書
H
葺
2
0
器
8
養
に
於
い
て
で
あ
る
。

①
　
ア
レ
〃
サ
ン
デ
ル
六
下
と
イ
ス
パ
ニ
ア
圃
門
蕊
と
の
密
接
な
閣
脚
高
一
に
つ

　
い
て
は
、
く
鑑
己
。
「
ビ
ぎ
O
⑦
揮
嚇
O
℃
．
鼠
8
℃
・
爵
い
1
目
い
■
　
男
舘
δ
冠
W
　
O
？

　
u
ウ
。
㌶
o
國
嵩
。
鳥
興
簿
猿
戸
鐸
ヒ
づ
匙
。
縷
参
照
。

②
　
こ
れ
ら
の
鋤
欝
欝
の
阪
勝
丈
及
そ
の
莫
謬
丈
は
い
つ
れ
も
U
簿
く
。
壽
℃
o
霧

　
　
の
前
揚
蜘
瞬
に
牧
録
さ
れ
て
ゐ
ゐ
。
即
ち
五
月
三
門
付
の
　
目
玉
〇
月
O
餌
0
7

　
。
養
は
σ
。
9
諺
。
”
重
い
●
罰
日
付
の
国
導
θ
鴎
鴛
U
。
〈
島
9
昏
は
U
O
窪
・

　
韓
臼
旨
◎
、
　
庶
月
圏
鷺
付
の
回
箕
興
O
勧
9
0
憎
舞
は
　
d
O
9
岬
旨
2
洋
メ
。

　
倫
日
そ
の
血
一
三
自
分
の
み
の
曲
央
狸
岬
は
罵
穿
岸
蹉
能
男
◎
ぴ
O
簿
硫
O
躍
共
編
即
の

　
6
プ
。
思
三
罵
質
．
同
娑
彗
鎌
m
〈
（
〉
ピ
ピ
の
中
に
も
牧
縄
瓶
さ
れ
て
る
る
。
本
論
脚

　
で
は
こ
ら
れ
の
左
註
を
滲
照
し
、
引
二
丈
に
は
特
に
ラ
テ
ン
三
夕
を
挿

　
入
し
た
。

　
法
王
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
六
世
は
イ
ス
パ
ニ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
爾

國
の
海
外
紛
孚
の
解
決
一
下
は
調
停
者
と
し
て
、
乃
至
は
下
和
維

持
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
教
書
を
運
試
し
た
の
で
あ
ら
う
か
。
こ

．
の
問
題
解
決
の
た
め
に
は
こ
の
三
教
書
の
内
容
を
少
し
く
詳
細
に

槍
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

法
孟
殺
定
境
界
線
間
憩
K
閥
す
る
考
察
下
上
〉

　
諸
く
津
島
興
ぼ
裁
2
の
綿
蜜
な
考
誰
的
研
究
の
結
論
に
よ
る

と
こ
の
三
つ
の
教
書
は
次
の
順
序
に
獲
邊
さ
れ
た
と
云
ふ
。
即
ち
．

五
月
三
日
付
の
走
書
H
昌
費
O
器
8
毎
は
四
月
に
書
か
れ
五
月
十

七
日
に
獲
邊
さ
れ
、
次
い
で
五
月
四
悪
付
の
教
書
H
導
興
O
髪
型
鑓

は
課
租
月
に
翻
隅
草
釣
虻
さ
れ
、
七
月
に
イ
ス
パ
ニ
ア
に
痛
達
、
し
、
最
後

に
五
月
三
臼
付
の
敦
書
国
管
巳
器
U
o
く
。
捗
δ
髪
が
七
月
に
獲
逡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

．
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
◎
礎
っ
て
教
書
の
内
容
も
亦
こ
の
順

序
で
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

①
鍔
く
鷺
象
讐
翼
巳
。
三
掛
8
≦
蚤
自
く
目
・
皇
鎌
跡
ぎ
U
書
鐸
9
象

　
亀
釜
。
き
簿
訟
鵠
ヨ
。
鮎
話
鳥
O
o
ざ
訊
a
U
9
ご
9
一
塁
O
h
ω
唱
鉱
罫
慧
畠
　
愁
。
門
？

　
戸
員
三
囲
お
ω
．
直
念
嘉
、
（
掛
§
Q
甑
。
§
語
剛
湾
。
臥
霧
｝
H
ぎ
鼠
翁
メ
×
謬
娼
．
）

　
最
初
の
教
書
、
即
ち
五
月
三
日
付
の
H
導
興
O
器
欝
簿
に
於
い

て
は
、
コ
採
ン
ブ
ス
等
が
「
榊
助
と
細
心
と
に
よ
っ
て
、
大
洋
を
、

印
新
入
國
に
向
っ
て
所
謂
西
方
水
域
面
を
航
行
し
、
今
迄
他
人
に

よ
っ
て
獲
見
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
あ
る
遠
距
離
の
島
醜
と

本
土
を
も
褒
臥
し
た
」
（
ρ
鳳
貯
巳
㊦
β
島
く
ご
O
鍵
敏
一
昼
貯
0
3

0
落
δ
ヨ
簿
含
黄
窪
9
二
u
o
『
冨
隊
霧
o
a
自
二
二
2
昌
撞
畠
惹
葺
が

く
。
誘
農
ぎ
（
囲
。
ジ
ヨ
ヨ
僻
臨
o
o
8
騨
づ
。
疑
斜
く
お
即
纂
。
ジ
8
ぱ
二
重
扁
乙
・
窄

第
二
十
八
倦
・
第
照
號
、

照
五
一

（．a”i9）



法
王
設
定
境
界
線
闇
∵
題
に
關
潤
す
る
考
察
（
上
）

】
霧
お
ヨ
。
紆
ω
凶
ヨ
憂
い
纂
の
ひ
錠
難
8
疑
曽
鴨
爾
ヨ
塁
”
ρ
蓉
勺
。
塚
窟
⊃
鶴
塁

ξ
。
§
暴
§
①
器
呂
臥
団
煽
舞
鼻
昌
曾
巽
§
ご
こ
と
を
述

べ
、
該
獲
極
地
及
び
將
三
島
見
さ
る
べ
き
土
地
（
8
獲
霧
）
本
島
嘆

に
し
て
「
現
在
他
の
キ
リ
ス
ト
敏
徒
の
所
有
に
坐
せ
ざ
る
も
の
」

（
曾
Φ
。
・
巳
合
巨
鉱
0
8
け
舞
】
凶
ε
欝
℃
o
鑓
獄
鑑
臼
。
鐸
ヨ
α
o
巳
u
？

吋
昏
臼
O
プ
臨
。
。
島
曽
臨
O
蒙
日
O
O
コ
。
・
黛
信
け
O
U
O
口
ω
冨
仲
Y
を
イ
ス
パ
ニ
ア
骨

細
に
附
画
す
る
こ
と
を
許
し
、
何
人
と
難
も
同
心
王
の
許
可
な
く

し
て
、
該
地
域
、
島
襖
に
通
商
そ
の
他
の
理
由
で
赴
く
こ
と
を
禁
止

し
、
更
に
該
地
域
並
に
島
襖
に
於
い
て
は
、
從
前
ポ
ル
ト
ガ
ル
王

が
、
ア
フ
リ
カ
、
ギ
ネ
ア
、
ラ
・
ミ
ナ
そ
の
他
に
暫
し
て
法
王
よ
・

り
鳳
輿
せ
ら
れ
た
同
一
の
諸
富
利
を
行
使
し
う
る
こ
と
を
認
可
し

た
。
然
し
こ
の
教
書
に
於
い
て
法
王
は
、
こ
の
許
興
に
よ
っ
て
は
、

「
如
何
な
る
キ
リ
ス
ト
敏
君
主
が
得
た
穂
利
も
取
上
さ
れ
或
は
取

消
さ
る
べ
き
も
の
と
諒
解
さ
れ
ざ
る
こ
と
」
（
自
費
O
ξ
誓
同
書
。

箕
ぎ
。
骨
二
重
ρ
白
日
け
貯
ヨ
。
・
β
三
ρ
銭
ヨ
凶
葺
亀
喧
℃
g
。
。
Φ
ρ
9
窪
臨
－

臼
旨
魯
げ
。
昌
。
）
を
附
言
し
て
、
曙
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
與
へ
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

み
る
既
得
樒
釜
を
保
護
し
て
み
る
。

①
u
鴛
。
葭
）
。
第
り
§
§
2
吋
げ
い
（
一
）
二
。
。
占
ω
）

　
　
　
　
　
第
二
十
八
巷
　
書
函
號
　
　
　
四
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
　
．

　
然
る
に
コ
p
ン
ブ
ス
よ
り
、
そ
の
航
海
と
獲
見
の
詳
細
を
懸
取

し
、
且
つ
｝
方
九
三
年
五
月
末
よ
り
こ
の
問
題
に
關
し
ポ
ル
ト
ガ

ル
王
と
交
渉
を
試
み
て
み
た
イ
ス
パ
ニ
ア
の
蔵
主
は
、
自
國
が
支

配
を
確
保
せ
ん
と
欲
す
る
領
域
が
亦
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
の
強
く
要
求

す
る
所
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
エ
に
於
い
て
こ
の
五
月
三
日

付
の
教
書
H
瓢
2
9
簿
⑦
第
は
不
適
嘗
な
も
の
と
な
っ
た
。

　
恐
ら
く
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
強
い
主
張
に
基
い
て
で
あ
ら
う
、
イ
ス

パ
昌
ア
君
主
は
全
大
西
洋
を
自
己
の
支
配
下
に
置
か
ん
と
し
て
、

再
び
法
王
に
既
得
糠
の
撰
充
癌
化
を
要
求
し
た
。
こ
の
要
求
の
中

で
大
西
洋
上
に
南
北
の
｝
線
を
劃
し
そ
の
西
方
を
自
己
の
亥
配
下

に
置
か
ん
こ
と
を
主
張
し
た
と
思
は
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
同
年
五

丹
二
十
八
日
に
イ
ス
パ
ニ
ア
君
主
が
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
與
へ
た
特
櫃

の
言
葉
一
「
ア
ゾ
ー
レ
ス
諸
島
及
ヴ
ェ
ル
デ
岬
宵
惑
を
通
り
、

且
つ
極
か
ら
極
へ
南
北
に
延
び
る
一
線
の
西
の
海
洋
は
我
汝
に
属

す
る
（
…
…
琶
鍵
○
息
p
昌
P
ρ
鐸
Φ
o
ω
昌
β
霧
＃
P
ρ
5
Φ
8
ヨ
8
嵩
9

づ
。
目
5
つ
9
養
属
ひ
孤
露
ρ
郎
0
2
8
｝
峯
9
日
。
ω
肋
8
時
置
白
鍵
？

鈴
び
ρ
β
o
弓
霧
p
山
霧
号
置
ω
影
一
霧
号
δ
の
跨
N
9
霧
面
一
響
応
匹
①
。
。

鳥
o
O
g
o
＜
o
昼
ρ
9
ω
o
緊
8
民
。
勝
窪
》
コ
ω
霞
ρ
号
令
。
δ

（380）



響
。
四
一
に
よ
っ
て
晶
ら
か
で
あ
る
・
そ
し
て
こ
の
線
が

ア
ゾ
ー
レ
ス
及
ヴ
ェ
ル
デ
岬
島
の
西
一
〇
〇
レ
グ
ア
（
二
重
）
の

地
霊
に
6
1
か
る
べ
き
は
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
示
唆
に
負
ふ
所
が
あ
る
と

　
　
　
②

云
は
れ
る
。

①
　
＜
孚
。
巳
碧
疑
銭
二
一
o
H
）
・
o
一
ρ
勺
．
目
ひ
＝
回
．
ω
O
．

②
＜
巴
廷
。
門
穿
智
。
三
。
で
・
。
凶
一
毫
●
昼

　
こ
の
イ
ス
パ
ニ
ア
の
要
求
を
入
れ
て
嚢
署
し
た
の
が
、
五
月
四

日
付
の
慰
書
鐸
興
9
簿
①
類
で
あ
る
。
（
こ
の
教
書
は
前
述
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
再

く
六
月
に
起
草
春
れ
、
七
月
中
旬
に
イ
ス
パ
ニ
ア
に
達
し
た
も
の

と
さ
れ
て
み
る
。
）
こ
の
教
書
を
先
の
五
月
三
日
付
教
書
貯
8
当

0
9
⑦
8
貝
、
と
比
較
す
る
と
種
六
の
黙
で
注
目
す
べ
き
差
異
が
み
ら

れ．

驕
B

　
例
へ
ば
先
の
教
書
で
は
只
姓
名
の
み
し
か
記
さ
れ
て
み
な
か
っ

た
コ
官
ン
ブ
ス
に
号
し
、
こ
の
教
書
に
は
「
確
か
に
債
値
あ
り
、

大
い
に
野
掛
す
る
に
足
り
、
か
馨
る
大
事
業
に
適
し
た
」
（
〈
壁
β
ヨ

暮
δ
5
⑦
島
讐
β
白
自
費
霞
同
旨
蝿
ヨ
o
o
ヨ
。
ψ
島
ρ
づ
鳥
鋸
ヨ
㌔
斜
。
　
貯
導
○

謬
。
σ
⇒
9
δ
昌
ぎ
属
）
と
い
ふ
阿
該
駒
賛
欝
．
が
附
せ
ら
れ
て
み
る
。

就
中
こ
の
教
書
に
於
い
て
注
目
す
べ
き
黙
は
、
長
良
見
地
の
領
域

法
董
設
定
境
界
線
開
題
K
髄
す
る
考
察
（
上
）

に
無
し
、
前
教
書
の
「
印
度
入
國
に
託
っ
て
の
研
謂
西
方
領
域
」

（
冒
霞
℃
9
9
誘
。
。
。
o
o
o
己
㊦
箕
p
一
覧
蟻
暮
島
。
津
毎
e
く
。
毎
塁
H
只
δ
も
・
）
な
る

句
が
省
略
さ
れ
、
イ
ス
パ
ニ
ア
の
支
配
圏
に
観
し
次
の
注
目
す
べ

き
句
が
挿
入
さ
れ
て
る
る
こ
と
で
あ
る
。

　
即
ち
「
北
極
よ
・
り
南
極
に
一
別
を
設
定
し
、
そ
の
酉
言
及
南
方

に
於
い
て
、
そ
れ
が
印
度
へ
の
方
向
で
あ
れ
、
他
の
地
方
へ
の
方
向

・
で
あ
れ
、
獲
見
さ
れ
叉
將
來
獲
見
さ
る
べ
き
全
島
襖
及
び
大
陸
、

（
而
し
て
）
上
記
の
「
線
は
｝
般
に
ア
ゾ
ー
レ
ス
及
ヴ
ェ
ル
デ
早
島

と
し
て
知
ら
れ
て
み
る
山
窟
の
い
つ
れ
か
よ
り
酉
方
並
に
南
方
へ

｝
○
○
レ
グ
ア
の
距
離
に
あ
る
も
の
と
す
」
（
○
彰
9
ω
隔
逗
子
塁
象

叶
。
昌
9
。
摩
貯
讐
9
ω
ヨ
く
〇
三
即
。
。
①
戦
ぎ
く
。
囲
凱
①
昌
鳥
霧
”
鳥
露
Φ
○
＄
紛
簿
山
葺
Φ
－

σq

助
Z
込
霧
く
。
鍔
島
0
8
こ
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緊
。
日
露
舅
窺
箆
δ
韓
堵
貯
σ
鉱
B
⇔
伽
。
簿

8
謬
ω
蜂
β
o
づ
O
o
β
昌
ρ
露
出
ロ
⑦
ρ
旨
ρ
一
）
9
0
跨
響
け
一
8
。
。
o
ま
8
け
の
㊦
℃
Φ
守

9
9
㊦
践
℃
。
ξ
導
跨
b
舞
。
酋
。
環
日
。
。
。
旨
8
け
諺
駐
島
⑦
β
。
・
一
く
Φ

8
霞
O
凱
H
】
B
⑦
O
け
営
。
摩
巳
O
一
ゆ
く
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8
⑦
け
　
す
く
O
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ゆ
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獣
置
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ω
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鳥
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諺
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葺
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巴
帥
ヨ
ρ
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邸
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ρ
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囲
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ω
陣
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幻
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凶
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二
ご
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㌶
質
筥
“
ρ
β
o
＜
乱
σ
q
㌶
＃
霞
》
信
昌
c
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℃
ρ
誉
郎
吋

伽
。
δ
紛
｝
N
霞
霧
g
O
落
。
く
臼
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5
8
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口
ヨ
δ
ρ
熱
く
。
凄
場
。
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島
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法
憲
設
定
境
界
線
問
題
に
賦
す
る
考
察
（
ヒ
　
曹
）

禽
葺
。
彰
。
け
ヨ
。
凱
蝕
④
き
）
。

　
こ
れ
が
所
謂
法
王
に
よ
る
境
界
線
設
箆
の
点
点
で
あ
る
。
術
こ

の
漫
談
に
於
い
て
は
、
先
の
教
書
に
示
さ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
の

諸
等
利
に
つ
い
て
は
、
．
全
然
言
及
さ
れ
て
み
す
、
只
上
記
引
用
句

に
績
い
て
次
の
如
き
句
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
帥
ち
「
但
し
次
の

條
件
、
上
筆
の
線
よ
り
西
方
叢
に
南
方
に
於
い
て
、
獲
児
さ
れ
、

將
混
獲
見
さ
る
べ
き
島
黒
黒
大
陸
は
、
一
四
九
二
年
の
ク
リ
ス
マ

ス
以
前
に
如
何
な
る
キ
リ
ス
ト
敦
二
言
に
よ
っ
て
も
所
有
さ
れ
ざ

　
　
　
　
①

る
も
の
と
す
」
。

　
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
考
ふ
る
に
、
法
王
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
六
下
は

決
し
て
イ
ス
パ
ニ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
爾
國
聞
の
紛
孚
を
調
停
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
て
、
所
謂
境
界
線
を
設
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と

は
、
五
月
四
日
付
の
敏
書
に
於
い
て
は
、
全
然
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
關

し
て
雷
及
す
る
所
が
な
く
、
只
イ
ス
パ
ニ
ア
に
の
み
一
方
的
に
諸

、
特
穣
を
附
回
し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
で
あ
る
。
一
部
の
學

者
の
主
張
す
る
如
く
、
法
王
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
た
め
に
印
度
へ
の

航
路
を
確
認
せ
ん
と
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
先
の
教
書
に
於
・

い
て
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
面
識
が
印
度
方
薗
に
ま
で
及
ん
で
み
る
こ

．
第
二
十
八
巷
　
第
精
熟

難
八

と
を
明
示
し
て
み
す
、
こ
の
教
書
に
於
い
て
も
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

名
を
鼠
輩
毒
し
て
み
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
で
あ
る
（
、

　
か
く
見
聞
る
時
、
從
來
逓
説
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
る
た
の
と
は

異
な
り
、
法
王
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
六
世
・
は
イ
ス
パ
ニ
ア
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
爾
園
閥
の
海
外
嚢
見
地
に
訳
す
る
紛
繋
の
解
決
者
乃
至
は
調

停
者
と
し
て
教
書
を
嚢
覚
し
、
境
界
線
を
設
定
し
た
も
の
で
は
な

く
、
却
っ
て
、
不
ス
パ
ニ
ア
の
援
助
を
必
要
と
す
る
關
係
上
、
そ

の
要
求
に
慮
じ
、
イ
ス
パ
ニ
ア
側
に
有
利
な
教
書
を
襲
怨
し
、
そ

の
要
請
に
基
い
て
境
界
線
を
設
定
も
・
に
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
従

っ
て
、
古
く
は
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
、
薪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
②

ら
し
く
は
リ
ン
デ
ン
が
主
張
す
る
如
く
、
境
界
線
設
定
の
提
案
者

は
法
王
で
は
な
く
し
て
、
イ
ス
パ
ニ
ア
、
特
に
コ
鷺
ン
ブ
ス
に
在

っ
た
と
考
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
◎

①
　
こ
の
五
一
月
四
日
激
飛
穎
　
H
滋
O
『
O
簿
0
3
｛
9

　
b
o
。
F
”
ヨ
σ
暮
騎
・
・
（
ワ
§
－
M
o
。
）
滲
照
Q

②
　
＜
き
臼
門
ζ
＆
〇
三
〇
剛
）
．
9
『
や
嵩
．

に
つ
い
て
は
U
拶
く
。
謬
℃
黛
ご

　
更
に
第
三
の
五
月
三
日
付
の
教
書
翻
首
巳
器
U
Φ
く
魯
§
帥
ω
に
．

於
い
て
、
法
王
は
先
の
二
つ
の
教
書
H
⇒
8
噌
O
器
8
奏
で
認
可
し

（　2．　SL）　）



た
イ
ス
パ
ニ
ア
君
王
の
諸
欄
利
を
再
び
強
調
し
、
且
つ
そ
れ
が
ア

フ
リ
カ
、
ギ
ネ
ア
、
エ
ル
ニ
・
、
ナ
の
地
域
に
蒸
し
ポ
ル
ト
ガ
ル
王

に
許
輿
せ
ら
れ
た
も
の
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
繰
返
し
違

べ
て
る
る
。
但
し
こ
ふ
で
は
斯
謂
境
界
線
に
麗
し
て
は
全
然
言
及

し
て
み
な
い
。
要
す
る
に
こ
の
敏
書
は
先
の
二
教
書
の
補
充
、
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
イ
ス
パ
エ
ア
の
特
…
糠
…
の
…
…
関
確
化
を
A
鯉
圃
謝
し
占
κ
も
の
・
と
み
・
）
る
。

　
然
る
に
他
方
本
國
間
に
於
い
て
も
…
四
九
三
年
よ
り
こ
の
問
題

に
遠
し
交
渉
が
行
は
れ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
側
は
爾
薩
の
支
配
地
域
が

決
定
す
る
迄
、
ポ
ジ
ャ
ド
ー
ル
岬
以
南
の
漁
業
を
イ
ス
パ
ニ
ア
人

に
禁
じ
、
爾
國
の
境
界
を
カ
ナ
リ
ー
群
島
の
緯
慶
と
し
、
そ
れ
以

南
の
毒
言
ル
ト
ガ
ル
に
奢
る
こ
と
“
諸
国
し
舳
か
息

ポ
ル
ト
ガ
ル
側
の
要
求
を
知
っ
た
イ
ス
パ
ニ
ア
側
は
、
交
渉
綾
行

革
の
八
月
、
売
の
教
書
の
撰
充
強
化
を
更
に
法
王
に
要
請
し
、
そ

の
結
了
…
得
た
も
の
W
か
、
指
差
年
九
月
二
十
六
滋
強
の
敏
自
宅
｝
）
障
島
億
舅

　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ω
首
鼠
審
言
で
あ
る
。

①
　
こ
の
五
月
三
臓
付
敏
三
国
煮
§
耀
。
ご
。
〈
O
酋
［
〇
三
。
・
即
は

　
U
g
§
回
。
簿
ひ
（
ワ
ひ
痴
織
。
）
滲
照
○

②
　
U
薯
。
矧
も
0
3
℃
．
唇
．

・
法
里
設
定
鏡
界
線
陶
題
K
翻
す
る
考
察
（
上
）

ご
9
く
§
℃
o
篤
…

③
　
こ
の
一
教
講
…
の
原
山
聞
及
輩
ハ
鍛
畔
丈
は
］
》
9
く
奪
口
胴
）
O
箕
”
］
）
O
o
§
昌
○
開
再
Q
◎
・
に
あ

　
る
。
じ
の
戯
書
に
よ
っ
て
境
界
遡
線
が
設
定
さ
れ
た
と
い
ふ
｛
茜
　
村
募
翠
氏

　
の
叙
建
（
前
編
三
一
＝
一
頁
）
は
明
匿
誤
で
あ
る
。

　
こ
の
回
書
に
於
い
て
、
先
の
五
月
四
日
付
の
教
書
ぎ
8
増
0
㌣

。
8
奉
で
認
め
ら
れ
た
イ
ス
パ
ニ
ア
の
支
配
圏
は
更
に
撰
大
さ

れ
、
一
、
酒
方
或
は
南
方
へ
の
航
路
に
あ
る
、
或
は
あ
り
得
、
或
は
し

か
思
は
れ
る
、
直
江
さ
れ
叉
將
來
生
見
さ
る
べ
き
あ
ら
ゆ
る
島
襖

及
大
陸
、
た
と
ひ
そ
れ
ら
が
西
方
地
域
、
或
は
南
方
、
東
方
、
並

に
印
度
地
域
に
あ
ら
う
と
も
」
（
○
§
さ
ω
曾
。
・
お
野
島
圃
塗
戸
戸
剛
塁
9
乙
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
8

搭
肖
霧
貯
彰
娑
勘
ぎ
く
。
〕
μ
葺
。
・
9
ヨ
く
。
註
9
乙
霧
鶴
　
伽
の
8
0
貯
も
峰
露
　
　
（

島
。
σ
q
o
づ
O
農
」
潮
ρ
離
。
羅
聖
農
蝕
）
鳥
0
9
二
一
け
汐
の
簿
渇
に
。
毒
窮
塁
0
8
遣
。
㌘

8
白
㊤
三
白
。
甑
無
。
ヨ
ぴ
β
冒
。
・
導
。
賢
路
泌
く
。
剛
貯
。
犠
暮
ρ
漏
陣
¢
3
『

唱
舞
鐸
φ
ユ
艮
》
憂
く
α
β
娼
ρ
詳
附
σ
葺
⑳
0
8
鑓
。
募
簗
8
¢
ψ
く
②
F
讐
。
甑
臼
脅

邑
凶
び
垂
直
σ
旨
黒
島
9
。
・
。
二
邑
δ
。
憂
欝
導
・
…
●
）
と
な
り
、
更

に
該
地
域
で
他
國
の
臣
民
が
イ
ス
パ
ニ
ア
の
許
可
な
く
し
て
航
海
・

或
は
漁
業
、
探
回
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
伽
ふ
る
に
該
地
域
内
で

ポ
ル
ト
ガ
ル
が
現
在
既
に
所
有
し
て
み
な
い
土
地
に
封
ず
る
ポ
ル

ト
ガ
ル
の
要
求
構
、
ー
ー
そ
れ
は
以
前
の
法
王
に
よ
っ
て
認
可
さ

　
　
　
　
　
第
二
十
八
巻
　
第
閤
號
　
　
　
館
九



法
王
設
定
境
界
線
潤
題
に
治
す
る
考
察
（
上
）

れ
た
も
の
で
あ
る
が
一
は
無
効
で
あ
る
こ
と
を
宣
雷
し
て
み

る
。　

こ
の
敦
書
に
於
い
て
、
境
界
線
に
奎
然
言
及
さ
れ
て
み
な
い
の

は
、
そ
れ
が
慶
止
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
反
繋
に
前
の
教
書
の
内

容
が
撲
大
強
化
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
境
界
線
そ
の
も
の
が
本
來

後
に
於
け
る
程
重
大
な
意
味
を
も
つ
て
み
な
か
っ
た
こ
と
を
町
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

す
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
る
る
。

①
く
p
邑
醇
H
」
乱
窪
…
£
）
・
良
．
℃
晶
ρ

　
斯
く
の
如
く
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
六
世
が
獲
布
し
た
教
書
の
内
容

を
考
察
す
る
時
、
そ
れ
は
從
來
一
般
に
信
ぜ
ら
れ
て
る
た
如
き
伸

裁
・
調
停
的
性
格
の
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
r
そ
れ
ら
は
イ
ス
パ

ニ
ア
一
國
に
の
み
に
有
利
な
法
王
の
行
爲
の
表
現
で
あ
る
。
脚
ち

イ
ス
パ
ニ
ア
と
深
い
利
害
關
係
を
も
ち
、
且
つ
同
國
の
後
援
を
必

要
と
す
る
法
王
ア
レ
ク
ナ
’
ン
デ
ル
六
世
は
、
イ
ス
パ
ニ
ア
の
好
意

を
確
保
す
る
た
め
に
、
そ
の
強
烈
な
要
求
に
慮
じ
て
、
以
前
の
諸

法
王
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
附
輿
し
て
み
た
諸
特
樺
を
漸
次
に
侵
害
、

無
効
に
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
所
謂
境
界
線
は
か
義
る
過
程
に

第
二
十
八
巻
　
第
鴎
號

五
〇

於
い
て
生
れ
た
も
の
で
あ
り
、
而
も
そ
れ
は
法
王
の
叢
案
で
は
な

く
實
際
は
イ
ス
パ
ニ
ア
（
就
中
コ
ロ
ン
ブ
ス
）
の
提
案
に
慮
じ
て
生

れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
法
王
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
六

世
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
ス
パ
ニ
ア
岩
鏡
間
の
海
外
紛
孚
を
緑
門
せ

し
め
、
心
遣
を
維
持
せ
ん
と
し
て
之
に
干
渉
し
、
或
は
之
を
調
停

せ
ん
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
紛
争
は
決
し
て
こ
れ
ら
の
教
書
に

よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
却
っ
て
か
Σ
る
境
界
線
、

の
設
定
に
よ
つ
て
激
化
さ
れ
、
そ
の
解
決
は
今
後
に
．
残
さ
れ
た
と

み
る
べ
き
で
あ
る
。
（
未
完
）

（：184）


